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村のようす

(55年11月 1日現在〉

L世帯数 1，496戸(-4) 
，人i 口 7，429人(+9) 
;男 3，682人(-7) 
女 3，747人(+16) 

古毅町馬場平じゃんがら念仏轟弘

錦

玉
川
村
公
民
館
主
催
に
よ
る
第
三
回
玉
川

鍬

村
民
俗
芸
能
発
表
会
が
、
十
一
月
十
六
日
午

平

前
九
時
か
ら
玉
川
村
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
o 

高

古
く
か
ら
伝
わ
る
、
南
須
釜
及
び
北
須
釜

‘、j
 
'' 

の
獅
子
舞
を
皮
切
り
に
、
平
鍬
踊
入
小
高
)

熊
野
講
(
山
小
屋
)
中
村
万
才
(
中
〉
が
次

々
に
発
表
さ
れ
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
子
が

轟』

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
一
時
か
ら
は
、
第
十
九
回
福

島
県
芸
術
祭
民
俗
芸
能
発
表
会
も
行
わ
れ
、

舞

玉
川
川
村
か
ら
は
、
竜
崎
の
獅
子
舞
、
県
重
要

無
形
文
化
財
指
定
の
須
釜
念
仏
踊
り
を
発
表

子

そ
の
ほ
か
、
古
殿
町
の
馬
場
平
じ
ゃ
ん
が
ら

類

念
仏
、
石
川
町
か
ら
白
鍬
の
舞
、
三
春
町
か

ら
は
、
火
雷
神
社
三
匹
じ
し
舞
が
披
露
さ
れ

釜

集
っ
た
村
民
は
古
い
伝
統
の
民
俗
芸
能
を
心

3頁

ゆ
く
ま
で
た
ん
能
し
て
い
ま
し
た
。

北率
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九
十
閤
名
、
か
晴
樹
一一の
門
出

成
人
に
達
し
た
若
者
た
ち
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
福
す
る
成
人
式
を
、

来
春
一
月
十
五
日
〈
成
人
の
日
)
に
玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
す
0

.

村
内
の
成
人
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
六
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、
本
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
成
入

者
は
次
の
ど
お
り
で
す
。

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
も
れ
で
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
者

あ
る
い
は
本
村
出
身
で
玉
川
村
の
成
人
式
に
出
席
し
た
い
者
は
玉
川
村

公
民
館
へ
、
十
二
月
二
十
日
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

昭和55年 12月1日
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司
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火
の
守
り
万
全

ポ
ン
プ
操
法
実
技
訓
練
を
実
施

i
玉
川
村
消
防
団
秋
季
訓
練
i

恒
例
の
消
防
団
秋
季
訓
練
は
、
十
月

二
十
六
日
午
前
九
時
か
ら
、
須
釜
小
学

通

常

点

検

校
々
庭
で
境
田
団
長
以
下
二
百
四
十
五

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
稼
は
、
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
盟

国
民
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
通
常

点
検
が
行
わ
れ
、
統
一一
さ
れ
た
服
装
で

整
然
と
な
ら
ぶ
団
員
を
境
田
団
長
等
が

点
検
い
た
じ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
各
分
間
毎
に
消
火
作
業

の
最
も
重
要
で
基
本
と
な
る
ポ
ン
プ
操

法
実
技
訓
練
を
、
須
賀
川
広
域
消
防
組

合
、
湯
淳
司
令
補
以
下
回
名
の
職
員
の

指
導
に
よ
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
実
戦
さ

な
が
ら
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、

来
賓
を
代
表
し
て
佐
久

間
村
議
会
議
長
よ
り
~
消
防
の
使
命
は

重
且
つ
大
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
認
識
し

て
頑
張
っ
て
下
さ
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
最
後
に
境
田
団
長
が
、
今
年
は
犬

院砂

ポ

ン

プ

操

法

訓

練

き
な
冷
害
に
見
舞
れ
、
農
家
の
被
害
は

ま
こ
と
に
甚
大
で
あ
る
、
こ
う
ゅ
う
と

き
こ
そ
心
を
引
締
め
予
防
消
防
の
徹
底

を
は
か
り
火
災
な
ど
の
二
重
災
害
を
蒙

ら
な
い
よ
う
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
と

訓
示
が
あ
り
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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県
内
に
お
け
る
交
通
事
故

日
J

死
亡
事
故
は
多
発
の
状
況
に

弓
~
あ
り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

噌

3語
J

事
態
に
立
ち
至
っ
て
お
り
ま

J

す。

月

〉

年

の

瀬

は

1

俗
に
「
師

4
2霊
山
走
」
之
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

J

r

人
や
物
一の
移
動
が
活
発
に
な

{

d

り
、
そ
の
上
、
気
分
的
に
な

i
h
ん
と
な
く
慌
た
だ
じ
て
な
る

一一

lh
ん
た
め
、
交
通
事
故
が
多
発
す

5
1
J
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

噌
E

E
V

そ
こ
で
十
二
月
十
五
日
よ

月
ハ
り
一
月
十
四
日
ま
で
の
一
ケ

}

a
山
月
間
、
年
末
年
始
の
交
通
事

i
、

S
A
g
d
故
防
止
県
民
運
動
が
展
開
さ

噂

2
園
川
れ
ま
す
が
、
年
末
年
始
は
飲

日
ハ
酒
の
機
会
が
多
く
、
こ
れ
に

鶏

J

伴
っ
て
悪
質
な
無
謀
運
転
が

}
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
歩
行

者
も
急
に
道
路
に
と
び
出
し

た
り
、
不
用
意
な
道
路
の
横
断
か
ら
悲

惨
な
交
通
事
故
の
犠
牲
と
な
る
例
も
少

く
あ
り
ま
せ
ん
。

村
民
全
員
が
揃
っ
て
、
平
穏
な
新
年

を
迎
え
る
よ
う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
く

人
も
お
互
え
に
「
ゆ
っ
く
り
」
「
ゆ
っ

く
り
」
を
も
っ
た
交
通
安
全
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

今
回
の
運
動
の
重
点
目
標
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ω
酒
の
み
運
転
の
徹
底
追
放

ω
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

ω
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

ω
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
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交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
の
相
談
相

手
と
し
て
、
社
団
法
人
、
日
本
損
害
保

険
協
会
で
は
、
「
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
、
専
門
の
相
談

員
が
親
身
に
な
っ
て
、
交
通
事
故
に
よ

る
自
賠
(
強
制
)
任
意
を
問
わ
ず
、
自

動
車
保
険
の
請
求
手
続
き
や
交
通
事
故

の
解
決
方
法
等
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。ま
た
、
同
相
談
セ
ン
タ
ー
委
嘱
の
弁

護
士
が
毎
週
木
曜
日
に
複
雑
な
法
律
上

の
ご
相
談
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
一
切
無
料
で
す
か
ち
、
ご
遠

慮
一み
え
JJ
利
用
下
さ
い
-j
eJ

。
開
設
場
所

福
島
市
大
町
七

i
二
五

七
王
七
ピ
ル
五
階

自
動
車
保
険
料
率
算
定
会

福
島
調
査
事
務
所
内

福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
一セ
ン

タ
ー
電
話
、
福
島

(
O
一
一
四
五
)

二
一
一
で
よ
ニ
四
七
一

直
通
福
島

(
O
二
四
五
)

二
一
J
一
二
九
五

。
相
談
時
間

平
日
、
九
時
三
十
分
J
十
六
時
三

十
分

土
曜
日
九
時
三
十
分
J
十
二
時

。
弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
十
三
時
j
十
六
時

但
し
、
木
曜
日
が
休
日
に
あ
た
る

場
合
は
金
曜
日

会

彰
扶
受

咽

潟

川

第

口

さョ
回

、通交
本

第
四
回
福
島
県
交
通
安
全
県
民
大
会

が
去
る
叩
月
引
目
、
い
，トわ
き
市
の
平
市

民
会
館
に
関
係
者
な
ど
約
1
千

2
百
人

が
参
加
七
え
盛
大
に
お
〉
」
な
わ
れ
一ま
し

た。
席
上
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

(
本
村
関
係
分
)

。
福
島
県
警
察
本
部
長
、
福
島
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

交

通

安

全

功

労

者

本

田

鶴

一

援

良

運

転

者

小

原

明

昭

H

J久
保
木
徳
雄

な
お
、
こ
の
ほ
ど
と
丸
紅
交
通
対
策

に
功
労
が
あ
っ
た
ど
し
て
、
交
通
栄
誉

章
(
緑
十
字
銅
章
〉
が
玉
川
村
長
、
小

針
千
代
之
助
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

筋
肉
の
疲
曽
が
主
な
原
因

肩
こ
り
を
訴
え
る
小
学
生
も
い
る

!
と
い
う
ほ
ど
現
代
生
活
に
は
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
肩
こ
り
で
悩
む
人

が
ふ
え
て
い
ま
す
。
ひ
ど
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ま
め
に
H

こ
り
を
υ

を

ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

マ
単
純
な
こ
り
は
ム

肩
こ
り
は
、
一
般
的
に
は
目
や
腕

の
使
い
過
ぎ
か
ら
く
る
疲
労
の
あ
ら

は
れ
で
〉
一
肩
か
ら
首
へ
か
け
て
の
筋

肉
の
使
い
過
ぎ
と
血
行
が
不
十
分
な

た
め
に
起
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
な
ど
精
神
の
緊
張
が
続

い
た
り
、
一
日
中
細
か
い
数
字
や
文

字
を
扱
う
仕
事
を
し
た
り
、
た
ま
に

根
を
つ
め
て
洋
裁
な
ど
を
や
っ
た
後

な
ど
に
よ
く
起
き
ま
す
。

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
っ

て
お
て
と
無
理
が
重
な
り
、
肩
の
筋

肉
が
板
の
よ
う
に
固
く
な
り
、
そ
の

う
ち
頭
痛
や
吐
き
気
を
も
よ
う
す
な

ど
症
状
が
悪
化
し
ま
す
か
ら
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

マ
こ
り
を
ほ
ぐ
す
に
は
ム

十
分
な
睡
眠
や
休
息
を
と
り
、
適

度
な
運
動
を
行
う
|
|
こ
れ
は
常
識

で
す
が
、
大
切
な
こ
と
で
す
。

時
間
を
決
め
て
、
一
日
に
何
回
か

腕
や
首
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
し
た
り
、
肩
を

上
げ
下
げ
す
る
運
動
を
規
則
的
に
す
る

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
散
歩
か
軽
い
な

わ
と
び
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
は
り
薬
、
指
圧
、
針
、
入
浴

な
ど
も
肩
こ
り
を
楽
に
し
ま
す
。

食
事
の
面
で
は
、
新
陣
代
謝
を
促
す

ビ
タ
ミ
ン

C
に
気
を
配
り
、
新
鮮
な
果

物
や
野
菜
の
摂
取
に
つ
と
め
ま
し
ょ

O
 

A
ノマ

ガ
ン
コ
な
肩
こ
り
は
ム

何
を
や
っ
て
み
て
も
肩
の
こ
り
が
ほ

ぐ
れ
ず
、
痛
み
や
息
苦
し
き
を
感
じ
る

よ
う
な
時
は
病
気
が
内
在
す
る
こ
と
も

考
え
て
、
病
院
や
診
療
所
で
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
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久
保
木
掠
雄

須
釜
シ
メ
子

須

釜

掠

明

メ為
自

盆
栽

玉
川
村
文
化
祭
は
、
文
化
の
日
を
中
心
に
十
一
月
二
日
、
三
山

山
日
と
玉
川
村
体
育
館
、
就
改
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
菊
花
、
盆
山

山
栽
、
老
人
作
品
、
書
画
、
生
け
花
、
児
童
、
生
徒
書
画
作
品
が

m

m

一

堂

に

展

示

さ

れ

開

か

れ

ま

し

た

。

川

会
場
に
は
噌
好
を
こ
ら
し
た
多
彩
な
老
人
作
品
や
、
丹
精
こ
山

川
め
て
つ
く
ら
れ
た
見
事
な
菊
、
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
山
も
の
盆
栽
山

川
村
内
小
中
学
生
の
立
派
な
図
面
習
字
、
心
を
こ
め
た
生
け
花
な
山

川
ど
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、
連
休
に
農
作
業
の
合
い
閣
を
川

山
ぬ
っ
て
続
々
と
訪
れ
た
参
観
人
の
自
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
山

z
 

た

。

山

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和55年 12月18 

。

厚

物

村
長
賞

佐
藤

計

作

藤

筋

策

草

野

昭

官

有

賀

重

夫
〈
福
島
氏
報
賞
)

佐

藤

計

大
和
田
霞
一
正

境

田

孝

意

関
根
光
一

矢

吹

常

次

久
保
木
徳
雄

野

崎

久

η

白

旗

幹

雄

。
競
技
花
ハ
高
泉
の
雲
)

会
長
貰
草
野
ハ
ル
ヨ

金

賞

有

賀

重

夫

H

リ

岩

谷

繁

(
福
島
民
報
賞
〉

〔菊

花

展

金

賞" 
'/ 
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管
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議
長
賞

金

広報

〔盆。松
t

柏

最
優
秀
賞

銀

賞
栽

展有
賀
重
夫
ハ
村
長
賞
〉

伏

田

栄

関

根

安

治

。
金実

。
金草銀

賞物賞

。
金雑銀

賞木賞

銀

賞物

草

野

豊
〈
福
島
氏
報
賞
〉

円

谷

信

男

曲

山

正

雄

小

林

尚(
樹
楽
園
賞
〉

円

谷

直

成

小

林

尚

，>u. 

Fミ

車

問

光

雄

〈
福
島
氏
報
賞
)

塩

沢

直

利

。
郡
山
社
会
福
祉
事
務
所
長
賞

森
イ
ノ
(
こ
た
つ
が
け
〉

。
日
赤
県
支
部
長
賞

石
井
広
体
〈
草
み
の
)

。
石
川
地
方
社
会
椙
祉
協
議
会
長
賞

佐
久
間
倉
蔵
(
糸
く
り
機
〉

。
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

上
野
鶴
雄
〈
室
田
〉

。
石
川
地
方
向
謹
合
会
長
賞

草
野
繁
夫
〈
熊
手
〉

塩
田
ト
メ
(
人
形
〉

。

村

長

賞

須

藤

ヨ

シ

磯
目
藤
一

白

旗

ト

シ

曲

山

伝

治

佐
藤
ハ
ル
ヨ

車

問

ト

グ

車

田

男

次

小

針

千

吉

草
野
チ
ヨ
ノ

草
野
キ
ミ
子

大

竹

サ

タ

有

賀

シ

チ

相

楽

ト

シ

榊

技

ス

イ

榊

校

義

一

佐
久
間
ス
イ

矢

吹

サ

イ

榊

校

ウ

メ

我

妻

ヨ

シ

榊

校

定
" 

〔
老
人
作
品
展
〕

穀盆な事見A. 

〔
出
ん
車
問
中
、

玉
川
一
小

。

習

字

小
計
満
理
子

水
野

安
親

矢
部
文
太
郎

矢
部
八
千
代

三
瓶
ト
ク
ヨ

真

弓

ハ

ン

真
弓
ハ
ル
ノ

谷

地

ト

メ

小

針

守

次

草
野
ウ
メ
子

矢

吹

タ

カ

須

釜

伯

次

増

子

七

郎

小

原

イ

ノ

円

谷

清

草

野

藤

吉

渡

辺

源

二

関

摂

キ

ヨ

塩

沢

ト

ヨ

有

賀

ト

グ

石
森
キ
ク
ヨ

塩
田

ト
メ

生
徒
作
品
展
〕

石
井

和
男

佐

藤

美

羽

矢
吹
恵
美
子

。

歯

菌

倉

鎌

秀

志

真

弓

保

彦

須

釜

小

。

習

字

こ
は
ら
さ
ち
え
大
木
伸
一

大

越

み

ど

り

謹

沢

昌

功

国

井

正

三

小

原

冷

子

矢
吹
小
百
合

。

留

函

お
お
こ
し
ひ
ろ
か
っ
榊
枝
輝
一

国

井

正

四

真

野

自

順

子

川

辺

小

。

習

字

新

国

あ

い

熊

田

和

子

大

竹

栄

作

。

図

酒

須
藤
孝
一

熊
白
亜
希
子

泉

中
。

習

字

矢

吹

農

業

須

藤

安

義

矢

吹

和

子

須

藤

文

子

久
保
木
敦
子

。

美

荷

小

林

み

さ

小

針

政

美

須

釜

中

。

習

字

榊

枝

真

紀

真
野
目
喜
幸

塩

沢

進

代

。

美

街

須
釜
喜
一

有
賀
諮
問
彦

石鈴
井木

進
正
子

石
井

春
男

小

針

洋

美

前

田

勝

野
崎
加
代
子

野
崎
嘉
代
子

仁
井
田
清
子

石

井

美

紀

矢
部
美
和
子

須

藤

早

苗

針

裕

小

山

田

弘

塩

田

恭

広

増

子

卓

也

高小
橋原

空語



一
…
隣
組
一
際
一
織
が
紙
一
一
明
者
紘
一
盛
一
党
恋
迎
お
ま
じ
袋
一
歩

十
二
月
は
、
空
き
巣
ね
ら
い
や
ひ
っ
う
と
、
な
ん
と
三
分
間
か
ら
五
分
間
で
十
二
月
に
な
る
と
、
め
っ
き
り
ふ
え

た
く
り
犯
の

H

か
せ
ぎ
時
H

で

す

。

ボ

十

分

と

い

う

こ

と

。

る

の

が

ひ

っ

た

く

り

で

す

。

他

の

月

に

l
ナ
ス
の
グ
!
ズ
ン
で
も
あ
り
、
な
に
五
、
六
分
の
買
い
物
だ
か
ら
と
気
を
比
べ
警
戒
が
厳
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

か
と
大
金
が
動
き
、
正
月
の
準
備
な
ど
許
す
こ
と
が
い
か
に
禁
物
か
と
い
う
こ
約
一
割
も
被
害
が
ふ
え
ま
す
。

で
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
、
家
を
あ
け
る
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ほ
ん
の
ち
よ
な
か
で
も
、
ね
ら
わ
れ
や
す
い
の
が

こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

っ

と
の
間
で
も
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
女
性
と
老
人
で
す
。

歳
末
の
防
犯
に
つ
い
て
こ
と
が
防
犯
の
第

一
歩
と
い
え
る
で
し
女
性
や
老
人
が
大
金
を
持
ち
歩
く
場

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ょ
う
。
ま
た
、
隣
り
近
所
に
ひ
と
声
か
合
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
ご
注
意
く
だ

け

る

こ

と

も

お

忘

れ

な

く

。

さ

い

。

たまかわ広報No. 1 72 

締めたはず締ったはずでももう一度

昭和55年 12月1自5 

。
家
で
の
防
犯

カ
ギ
を
か
け
よ
う

空
き
巣
ね
ら
い
か
ら
、

家
を
守
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
カ
ギ
を
か
け
る
こ
と

で
す
。「
な
ん
だ
、
簡
単
だ
」

と
思
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
意
外
と
で
き
な
い
も

の
で
ム
3
0

二
、
一
二
日
家
を
留
守
に

す
る
と
な
る
と
、
普
通
、

だ
れ
で
も
カ
ギ
を
か
け
ま

す
が
か
ち
ょ
っ
と
近
所
に

買
い
物
η

な
ど
と
い
う
と

き
は
、
ほ
ん
の
五
、
六
分

だ
か
ら
と
い
う
軽
い
気
持

ち
か
ら
、
カ
ギ
を
か
け
ず

に
出
か
け
た
り
す
る
も
の

で
す
‘昭
和
五
十
四
年
中
の
空

き
巣
ね
ら
しい
の
約
半
数
は

元
ギ
を
か
一け
忘
れ
た
場
所

もか
ら
侵
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
き
巣
ね
ら
い
の

コ

一
仕
事
H

の
時
間
と
い

(
ま
と
ま
っ
た
現
金
を
家
に
霊
か
な

い〉空
き
巣
ね
ら
い
が
、
ま
ず
目
を
つ
け

る
の
が
現
金
で
す
。

昭
和
五
十
四
年
中
の
盗
犯
の
被
害
総

額
の
約
半
分

ハ
百
二
十
一

億
円
〉
が
現

金
で
す
。
現
金
は
、
盗
ん
だ
あ
と
使
っ

て
し
ま
い
ば
見
つ
か
り
に
〈
い
か
ら
で

す。
家
に
は
、
な
る
べ
く
必
要
以
外
の
現

金
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
項
金
通
帳
を
保
管
す
る
場
所

は
、
必
ら
ず
印
鑑
と
は
別
の
場
所
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

。
ひ
っ
た
く
り
の
防
止

(
か
弱
者
H

は
女
性
と
老
人
〉

(
必
要
以
上
の
金
を
持
ち
歩
か
な
い
〉

混
雑
す
る
繁
華
街
な
ど
に
出
か
け
る

と
き
は
、
必
要
以
上
の
現
金
は
持
た
な

い
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
も
多
額
の
現

金
を
持
ち
歩
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

き
は
、
現
金
4

営
は
だ
身
近
く
に
持
つ
よ

う
に
し
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
現
金
を
入

れ
て
持
ち
歩
く
と
き
は
、
胸
に
か
か
え

る
よ
う
に
し
て
持
ち
ま
し
ょ
う
。

(
大
金
を
持
ち
運
ぶ
と
き
は
二
人
で
)

銀
行
な
ど
金
融
機
関
で
大
金
を
お
ろ

し
、
持
ち
運
ぶ
と
き
は
、
で
き
る
だ
け

こ
人
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
金
融

機
関
の
往
復
に
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

利
用
し
、
あ
ま
り
人
と
接
触
し
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ハンドバッグはかかえる

ように持ちましょう
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退
住
の
ご
あ
い
さ
つ

私
こ
と
十
一
月
十
八
日
を
も
ち
ま
し

て
、
玉
川
村
教
育
委
員
会
教
育
委
員
並

び
に
教
育
長
を
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

か
え
り
み
ま
す
と
、
昭
和
田
十
三
年

十
一
月
土
り
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
教

育
の
向
上
発
展
に
つ
と
め
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
間
玉
川
第
一
小
、
須
釜
小
、

川
辺
小
学
校
等
の
建
築
を
は
じ
め
、
給

食
セ
ン
タ
ー
、
学
校
プ
ー
ル
、
い
ず

み
、
す
が
ま
幼
稚
園
、
村
民
体
育
館
、

須
釜
公
民
館
等
の
重
点
事
業
を
計
画
的

に
実
施
し
て
、
教
育
施
設
、
設
備
の
整

備
充
実
と
社
会
教
育
、
同
体
育
施
設
等

の
整
備
を
は
か
り
、
教
育
行
政
の
重
責

を
全
う
し
得
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ひ

と
え
に
村
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支

援
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
む

昭和55年 12月 1日No. 1 72 たまかわ

矢

良E

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

す
ば
ら
し
い
業
跡
を
の
こ
さ
れ
ま
し

た
矢
吹
前
教
育
長
の
後
任
と
し
て
、
十

一
月
十
九
日
付
で
玉
川
村
教
育
委
員
会

の
教
育
長
に
任
命
さ
れ
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
上
も
な
い
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
職
務
の
重
責
を
思
う
と
身
の

引
き
し
ま
る
思
い
で
す
。

教
育
長

関

根

忠、

幸

玉
川
村
の
「
未
来
を
開
く
教
育
」
の

た
め
に
全
身
全
霊
尽
す
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。み
な
さ
ま
方
の
ご
助
言
ご
鞭
捷
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

金

金

母子・準母子

福祉年金

① 改正後の 5年年金は、 7月から21，600円に、 8月から22，600
円になります。 ② 母子加算の創設は、 8月からです。

29，300 

級

級

備考

吹

イ政

ま
た
終
戦
直
後
の
昭
和
二
一十
一
べ
年
六
市
彊

月
よ
り
旧
民
村
役
場
職
員
之
一七
芝

、
当

日

蓮

時
連
合
軍
の
占
領
政
策
で
あ
っ
た
農
地

解
放
事
業
を
は
じ
め
、
地
方
税
法
の
改

正
、
町
村
合
併
に
よ
る
玉
川
村
誕
生
の

企
画
等
の
重
要
施
策
を
遂
行
し
て
参
り

ま
し
た
。

今
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

三
十
四
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
永
い
聞
に
わ
た
り
村
民
皆
様

か
ら
お
よ
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
終
始
か

わ
ら
ぬ
ご
厚
意
に
対
し
、
衷
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
一
村
民
と
し
て
、
村
の
繁
栄

と
教
育
の
進
展
を
祈
念
し
、
意
義
あ
る

人
生
を
過
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

玉
川
村
の
一
層
の
ご
発
展
と
村
民
皆

様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
退

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年

年

30，000 

20.000 

26.000 

齢

d-o・
三玉互角
Eコ

2 

子らが 1人のとき

国
民
年
金
が
改
正
に

七
・
八
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

住
民
の
多
く
の
方
々
が
加
入
し
て
い

る
国
民
年
金
は
、
こ
ん
ど
の
国
会
で
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
改
善
さ
れ
た
給
付
額

は
、
拠
出
年
金
で
は
七
月
に
、
福
祉
年

金
で
は
八
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
と
同
時
に
拠
出
制
国
民

年
金
の
保
険
料
も
、
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
さ
つ
れ

も
月
額
で
、
各
年
度
の
四
月
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。

五
六
年
度

五
七
年
度

五
八
年
度

五

九

年

度

五

、

五

五

O
円

六
0
年

度

五

、

九

O
O円

(
た
だ
し
、
五
十
七
年
度
分
か
ら
先

は
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
含
み
ま
せ
ん
か
ら

ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
た
時
は
、
そ
れ
だ

け
保
険
料
が
カ
サ
上
げ
さ
れ
ま
す
。
)

『
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
』

の
設
置
に
つ
い
て

五四四

二八五
O五 0
000 
円円円

次
の
要
領
に
よ
り
医
療
相
談
コ
ー
ナ

ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
御
利
用
下

さ
い
。医

療
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

要

領

一

目

的

県
民
の
医
療
相
談
に
応
ず
る
た
め
、

医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
D

ニ
設
置
期
日

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
日

三

段

置

場

所

県
庁
本
庁
舎
(
二
階
〉
県
政
相
談
室

四
相
桜
内
容

ω診
療
内
容
の
情
報
に
関
す
る
も
の

ω投
薬
検
査
の
情
報
に
関
す
る
も
の

ω医
療
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

も
の

何
医
療
費
に
関
す
る
も
の

ω医
療
機
関
の
紹
介
に
関
す
る
も
の

的
医
事
関
係
法
令
に
関
す
る
も
の

M
W
医
療
制
度
の
改
善
等
の
提
言
に
関

す
る
も
の

た
だ
し
、
医
師
の
専
門
領
域
に

関
す
る
事
項
(
診
断
病
名
、
注

射
、
手
術
の
適
否
、
検
査
の
方

法
、
必
要
性
、
投
薬
の
必
要
性

等
)
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
な

五

相

議

員

相
談
に
は
、
医
務
、
薬
務
、
公
衆
衛

生
、
保
険
及
び
社
会
福
祉
の
各
課
の

職
員
が
当
る
。

六
相
談
事
務
の
統
括

相
談
に
関
す
る
事
務
の
統
括
は
、
医

務
課
長
が
行
う
。

七
相
談
の
受
付

相
談
の
受
付
は
、
来
訪
若
し
く
は
手

紙
、
ハ
ガ
キ
等
の
文
書
に
よ
る
こ
と

を
原
則
と
す
る
が
、
電
話
〈
専
用
電

話

O
ニ
四
五

l
ニ
ニ
j
四
五
四
六
〉

に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
石
。



清
酒
、
ピ
!
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど

の
酒
類
に
か
か
る
税
金
で
、
酒
類
が
製

造
場
か
ら
出
荷
さ
れ
る
と
き
に
そ
の
数

量
に
税
率
を
か
け
て
計
算
し
ま
す
。
ま

た
、
値
段
の
高
い
お
酒
に
つ
い
て
は
、

税
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
出
荷
価

格
に
税
率
を
か
け
て
計
算
し
ま
す
。

たまかわ広報

。
お
酒
や

品
物
に
か
か
る
税
金
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お
酒
や
そ
の
他
の
品
物
に
か
か
る
間

接
税
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
深
い

か
か
わ
り
を
持
つ
身
近
な
税
金
で
す
。

こ
の
間
接
税
は
、
品
物
の
価
格
の
中

に
そ
の
税
額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

品
物
を
買
っ
た
消
費
者
が
最
終
的
に
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
間
接
税
の
主
な
も
の
で
あ

る
酒
税
と
物
品
税
に
つ
い
て
、
そ
の
あ

ら
ま
し
さ
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

昭和55年 12月 1日7 

(酒

手見

(
物
品
税
)

宝
石
や
貴
金
属
、
ゴ
ル
フ
用
品
、
自

動
車
、
ル

l
ム
ク

l
ラ
な
ど
の
装
飾
品

や
娯
楽
用
品
な
ど
の
品
物
で
、
一
定
額

以
上
の
物
に
か
か
る
税
金
で
す
。

取
引
の
形
態
に
よ
っ
て
、
宝
石
な
ど

の
よ
う
に
小
賓
の
段
階
で
か
か
る
も
の

と
自
動
車
な
ど
の
よ
う
に
製
造
場
か
ら

出
荷
さ
れ
る
と
き
に
か
か
る
も
の
と
が

あ
り
ま
す
。

。
貯
蓄
と
税
金

私
た
ち
は
、
住
宅
購
入
資
金
や
病
気

な
ど
の
思
い
が
け
な
い
出
費
に
備
え
預

金
し
た
り
公
社
債
を
買
っ
て
貯
蓄
を
し

て
い
ま
す
。

預
金
や
公
社
債
の
利
子
は
、
利
子
所

得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
が
、

一
定
の
手
続
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
税

金
が
か
か
ら
な
い
非
課
税
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
非
課
税
と
な
る
利
子
所
得

の
種
類
と
金
額
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

ょ
λ
ノ
0

①
少
額
貯
蓄
の
利
子
:
:
:
預
貯
金
や

公
社
債
な
ど
の
利
子
や
収
益
の
分

配
金
は
、
一
人
元
本
三
百
万
円
ま

-"“----""・・・・----・・帽闘"・・
-F
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中
丸
観
世
音
菩
薩
堂
を
改
築

大
寺
城
主
十
四
代
石
川
大
和
守
充
俊
公
は
大
変
囲

碁
が
好
き
だ
っ
た
が
、
し
か
し
あ
ま
り
上
手
で
は
な

か
っ
た
。

あ
る
夜
夢
枕
に
安
倍
仲
麻
呂
公
が
立
っ
て
、
私
の

末
孫
か
ら
今
尚
伝
え
聞
い
て
居
る
こ
と
だ
が
、
大
変

霊
験
あ
ら
た
か
な
一
つ
の
小
さ
な
仏
像
が
あ
る
、
こ

れ
を
信
仰
す
れ
ば
す
べ
て
の
こ
と
に
大
変
御
利
益
が

あ
る
と
告
げ
る
の
だ
っ
た
。

(
安
信
仲
麻
口
口
公
は
遣
唐
使
と
し
て
今
の
中
国
に

渡
っ
て
日
本
に
は
帰
ら
な
か
っ
た
)

光
俊
公
は
翌
朝
直
ち
に
家
臣
安
倍
俊
任
を
召
し
出

し
て
聞
え
た
と
こ
ろ
、
代
々
伝
わ
る
子
安
観
音
と
云

う
小
さ
な
仏
像
が
あ
る
と
こ
た
い
た
。

そ
こ
で
光
俊
公
大
変
喜
ん
で
、
康
正
こ
年
(
一
四

五
六
)
、
班
目
儀
信
さ
ん
の
裏
山
に
堂
を
建
立
し
、

こ
の
観
音
像
を
拘
り
深
く
信
仰
し
た
。

改 築 された中丸 観 音堂

天
保
年
間
(
一
八
三

O
〉
こ
の
堂
が
破
損
し
た
の

で
大
安
寺
本
堂
に
移
し
安
置
し
た
。

明
治
十
四
年
(
一
八
八
一
〉
大
安
寺
ニ
十
世
住
職

大
先
和
尚
が
こ
の
観
音
堂
の
再
建
を
発
願
し
、
願
主

十
一
人
、
世
話
人
三
十
三
人
を
中
心
に
計
三
盲
人

(
旧
須
釜
、
上
母
畑
全
戸
)
の
浄
財
と
千
五
沢
木
戸

惣
助
翁
よ
り
古
屋
を
貰
え
受
け
大
安
寺
境
内
に
再
建

し
た
。以
来
現
在
ま
で
百
年
、
風
雨
に
耐
え
て
来
た
が
、

近
年
破
損
は
げ
し
く
な
か
な
か
修
覆
で
き
な
か
っ
た

が
、
今
回
大
安
寺
山
門
改
築
を
機
に
、
広
く
浄
財
を

募
り
改
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
丸
観
世
音
菩
薩
は
、
家
門
繁
栄
、
子
孫
長

久
、
交
通
安
全
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
守
り
菩
薩
と
し

て
名
が
高
く
、
縁
日
は
四
月
八
日
で
元
朝
詣
り
に
賑

わ
う
。

で
@
少
額
公
債
の
利
子
:
:
:
国
債
や

公
募
地
方
債
の
利
子
は
①
と
別
わ

く
で
一
人
額
面
三
百
万
円
ま
で
、

③
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
・
.

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
財

形
貯
蓄
」
の
利
子
は
①
、
②
と
別

わ
く
で
一
人
元
本
五
百
万
円
ま
で

④
郵
便
貯
金
の
利
子
:
:
:
原
則
と
し

て
か
か
り
ま
せ
ん
が
元
本
の
預
け

入
れ
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
を
購
入
す
る
た
め

の
貯
蓄
で
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
と
き
は
、
一
般
の
場
合
最
高

三
万
円
、
サ
ラ
リ
ー
マ

Y

の
貼
形

住
宅
貯
蓄
の
場
合
五
万
円
を
所
得

税
額
か
ら
差
引
く
「
住
宅
貯
蓄
控

除
」
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
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す。
乞

O
市
街
化
区
域
で
は
二
千
平
方
米
以
上

。
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
で
は
五
千

平
方
米
以
上

。
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
は
、

一
万
平
方
米
以
上

謹
謹
習
指
2
=
=
=
a
a
調
理
彊
a
-
-
=
=
・
因
調
謹
韻
騒
主
=
=
=
倒
壊
謹
聾
謡
=
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天

イ民

予

たまかわ

〔
十

二
月
〕

広報

月
始
め
は
索
、
い
日
が
多
く
、
会
津
地

方
は
し
ぐ
れ
や
す
い
で
し
ょ
う
、
そ
の

後
は
全
般
に
援
か
な
晴
天
が
続
く
み
こ

み
で
す
が
、
年
末
ご
ろ
か
ら
季
節
風
が

強
ま
り
、
会
津
地
方
で
は
ま
と
ま
っ
た

降
雪
が
あ
る
み
こ
み
で
す
、
月
平
均
の

気
温
は
平
年
並
、
降
水
量
や
積
雪
も
平

年
並
み
の
み
こ
み
で
す
が
会
津
地
方
で

届
出
を
し
な
い
で
契
約
を
締
結
し
ま

す
と
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
玉
川
村
役
場
企
画
課
に

お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎
日
新
聞
社
で
は
高
校
卒
業
者
〈
見

込
者
〉
を
対
象
に
新
開
配
達
を
し
な
が

ら
、
自
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
生

制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
大
学
生
、
短
大
生
、

専
門
、
各
種
学
校
生
、
予
備
校
生
に
そ

れ
ぞ
れ
各
コ

i
ス
の
奨
学
制
度
を
適
用

し
、
必
要
な
学
費
、
返
済
不
要
の
奨
学

金
を
支
給
の
ほ
か
、
食
費
、
住
居
な
ど

一
切
を
お
世
話
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
五
十
六
年
度
生
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
い
案
内
書
を
無
料
で

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
左
記
へ
高
校

名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
書
き

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宇
一
六

O
、
東
京
都
新
宿
区
大
久
保

一一一
J
一
回

i
由
、
毎
E
新
開
社
早
稲
田

別
館
内
毎
日
育
英
会

K
係。

電
話
番
号

O
一一一つ一

O
九〉

一
〈
代
表
〉

一
七

主怠
仁ご3

こ
の
ほ
ど
、
南
須
釜
中
奥
平
の
塩
沢

平
常
さ
ん
ハ
ム
ハ
一
ニ
〉
が
、
須
釜
小
学
校

を
訪
れ
教
育
向
上
に
役
立
て
て
下
さ
い

》
ス
テ
レ
ピ
カ
メ
ラ
シ
}
カ
セ
ッ
ト
ピ
J

ア

オ
一
式
(
五

O
万
円
相
当
〉
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

塩
沢
さ
ん
は
長
い
こ
と
須
釜
郵
便
局

長
と
し
て
勤
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
長
男

の
正
勝
氏
に
引
継
ぎ
退
職
し
、
そ
の
退

職
記
念
と
し
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。

学
校
で
は
氏
'
の
善
意
に
心
か
ら
感
認

し
、
今
後
有
意
郎
幹
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

氏
の
益
々
の
ご
健
康
を
御
祈
り
申
し

上
げ
浮
く
御
礼
ム
申
し
上
げ
ま
す
。

詞
割
弱
纏
翠
=
=
=
Z
盤
留
置
=
=
=
=
露
頭
欝
留
=
=
=
-
関
議
語
調
=
=
=
勾
mm蓄
量

ν凡
υ

報
は
積
雪
が
多
く
な
る
所
が
あ
る
。

〔

一

月

前
半
は
寒
さ
の
ゆ
る
む
時
期
が
あ
り

ま
す
が
、
後
半
に
は
強
い
季
節
風
が
続

き
寒
い
日
が
多
く
会
津
地
方
で
は
大
雪

の
降
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
、
な
お
中

通
り
浜
通
り
は
晴
天
の
日
が
多
い
み
こ

み
で
す
が
、
低
気
圧
の
影
響
を
う
け
て

の
多
く
な
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

ぅ
、
月
平
均
の
気
温
は
平
年
よ
り
や
や

低
く
、
降
水
量
や
積
雪
は
中
通
り
浜
通

り
は
平
年
並
、
会
津
地
方
は
平
年
よ
り

や
や
多
い
み
こ
み
で
す
。

i¥ 

月

前
半
は
季
節
風
が
強
く
寒
い
日
が
続

き
ま
す
が
、
後
半
は
天
気
が
周
期
的
に

変
り
索
、
さ
も
長
続
き
し
な
い
で
し
ょ
う

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
か
や
や
低
く

降
水
量
や
積
雪
は
月
中
通
り
、
浜
通
り

で
は
平
年
並
、
会
津
地
方
で
は
平
年
並

か
や
や
多
い
み
こ
み
で
す
。

み枠
i

寄

九
・
十
月
間
に
社
会
福
祉
資
金
と
し
て

次
の
通
り
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に

・
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
記

一
、
金
参
万
円
也

九
月
十
二
日
北
須
釜
矢
吹
勇
弥
毅
よ

り
亡
祖
母
モ
ト
殿
の
逝
去
に
際
し
て

一
、
金
弐
万
円
也

九
月
七
日
チ
ャ
リ
テ
i
シ
ョ
ウ
の
益

金
と
し
て
小
針
一
郎
氏
よ
り

一
、
金
壱
万
壱
千
弐
百
八
拾
同
意

九
月
七
百
チ
ャ
リ
テ
i
シ
ョ
ウ
に
捺

し
て
愛
の
小
箱
義
援
金
と
し
て

一
、
金
壱
万
円
也

十
月
十
三
日
出
旗
登
志
夫
殿
よ
り
亡

父
大
輔
毅
の
葬
畿
に
際
し
て

〈
社
協
〉

;住 12{ 
}民〈
〉課J} ~ 
?衛
f生 1
〈関
( f系ミ
}事，
J業 i
f予
{定

1
i
口
M

定
期
外
畜
犬
設
録
及
び
第
二
回

狂
犬
病
予
防
注
射

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
前

午
前
9
時
鈎
分
!
日
時

ω分

須
釜
支
所
前

午
前
日
時
!
ロ
時

妊
婦
検
診
母
子
セ
ン
タ
ー

一
般
箆
民
第
三
次
結
核
検
診

石
川
保
健
所

母
親
学
級
就
改
セ
ン
タ
ー

四
辻
地
区
歯
科
巡
回
診
療

つ
山
口
H

4 
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田
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野
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子
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白

旗

大

輔

鈴

木

ト

キ

相
楽
ヨ
シ
ヱ

宗

形

正

雄 み

保
護
者
名

正

一

倉

吉
忠

三

喜

則

利

一

京

伊

重

久世
帯
主
名

73 67 92 68 
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郎

秀

明
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三




